
（１）事業の概要等

（２）事業費
単位等

千円

千円

千円

千円

％

千円

人

千円

人

千円

千円

千円 6,371

計（B） 0 749 749 749

人
件
費

正規職員（平均賃金） 0 749 749 749

正規職員 0.10 0.10 0.10

その他職員 　 　

6,299

対前年比 ― 95.6% 102.8% 103.0%

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 5,548 5,304 5,456 5,622

計（A） 5,548 5,304 5,456 5,622

その他

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金

予算額 6,275 6,210 6,210 6,103

その他職員（時給×時間）

事業費合計（C＝A＋B） 5,548 6,053 6,205

対象
（何･誰を対象

に）

〇学校体育施設開放事業
市内在住・在勤・在学の者で構成する１０人以上の団体
〇学校運動場夜間開放事業
スポーツ団体等

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

小中学校単位で設置する学校開放運営委員会に体育館、グラウンド等の開放
業務を委託し、スポーツ振興会や競技団体の活動の場として開放した。また、小
牧西中学校及び桃陵中学校の運動場をスポーツ団体等に夜間開放した。
直接経費（令和４年度）
報償費　132千円
需用費　570千円
委託料4,920千円

受益者負担 有

照明使用料1,100円/30分
189,200円（夜間照明使用料4,400円×43回）

根拠法令
・個別計画

小牧市立小学校及び中学校の施設の開放に関する規則
小牧市立学校運動場照明施設使用料条例
小牧市学校体育施設開放要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

社会教育・社会体育の普及及び発展のために、スポーツ活動及び青少年の健
全育成の実践が行われることを期待する。

担当係 事業推進係

目 1 大 3 中 2予算区分 一般会計 款 10 項 6

事業番号 B1801-1

実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 学校体育施設開放事業 担当部
健康生きがい支
え合い推進部

事業期間 昭和６３年度以前 ～ 令和７年度以降 担当課 文化・スポーツ課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

18
展開
方向

1



（３）業績

単位

1 人

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

地元学校や学校開放運営委員会と連携のうえ実施していく。

事務事業評
価による額

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 36 49 49 46

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

学校体育施設を開放し、健全育成の実践を図った。コロナ禍により令和２年度か
ら減少したが、徐々に回復傾向を見せ、令和４年度は、運動場２９，７９７人、体育
館９７，８５１人、武道館９，５２７人の利用があり、ほぼ空き時間がない状況が続く
ようになった。
一方で、施設開放要綱の第２条第３号に「日常的な活動」と記載をしているが、他
市町の団体も参加する大会の開催を行った団体などもあり、今一度学校体育施
設の利用方法の順守について周知する必要があると考える。

―

167,874 122,621 126,468 137,175

R5

成
果
指
標

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

活
動
指
標

学校開放の利用者数 人
― ― ― ―

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 167,874 122,621 126,468 137,175

学校開放の利用者数 ↗ 167,874 122,621 126,468 137,175

展開方向における指標の推移 基本施策 18 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5


